
登倉尋実 ･岡田守彦 ･近藤四郎

辞25回日本人類学全日本民族学会連合大会 (1971)

2)等尺性筋張カー筋電図振幅関係の成長による差異に

ついて

岡 凹 守 彦

îC25回日本人知学会日本民族学会連合大会 (1971)

3)TuJ･al'aglisの非行様式について

岩本光雄 ･富凹 守

田16回プリマーテス研究会 (1972)

4)マカクの放色体研究

平井百村 ･岩本光雄

節16回プ])マーチス研究会 (1972)

5)マカクサルの避冷血管反応

岡田守彦･立食尋突 ･近藤四郎
餌16回プリマ-テス研究会 (1972)

神経生理研究部門

時夫利彦 ･久保田競

二木宏明･松波謙一

研 究 杜 要

1)前頭茄の扱他の神経生理学的研究

時災利彦･久保田奴 ･二木宏明･酒井正樹1)

Ll木随茂2)
肌iZql炎がm与している行動の一つである遅延交代反応

をアカゲザルに学田させ,その時の前頭粟主構部,尾状

紘,祝抹滞内8llj核などのニョーロン活動を解析して ｢行
政の神経生班学的扱梢｣を明らかにしようとしている｡

2)馳忠迎動の発現挽序の研究

1.随意迎助発現における運動野の役割

久保田競 ･弓矢治秀3)

肪からの1朋牧を断った状態 (後根切断)で音を条

件刺激として手でバルーンをにぎるという防卸条件

反応を学習させ運動野の経路細胞,非錐体細胞と筋

活動の仙閑々係をしらべている｡なお,関係する細

胞活動がみられた場合.その部位で微弱電流を流し

ておこる肪迅動をしらべ対応させている｡

2.眼球迎軌Jya現に関与する中枢機構の解析

松 波 謙 一

日光址および学習性の眼球運動 (水平,垂直方
向)と棚関のある視床内.外部のニューロン活動の

性Ti-をしらべ,限電団 (EOG)とユニットとの時

間関係から眼球運動に対して穴す役割を考えてい

る｡

1)京都大学大学院生

2)日本学術振興会 昭和46年度流動研究員

3)京都大学大学院生

研究発表 (1971年4月～1972年3月)

論 文

1)Prefrontalcorticalunitactivityanddelayed

alternationperformanceinmonkeys.

K.Kubotaandll.Niki

⊂J.NeuT･oPhysz'oZ.,34:337-347(1971)〕

2)Precentralcorticalunitactivityandjaw mov-

ementinchronicmonkeys.

〔InR.DubnerandK.Y.Kawamura(eds.)⊃

KubotaandH.Niki

Oral-FacialSensoryandMotorMechaTZl'sms.

Appleton･Century-Crofts,NewYork.365-379,

(1971)⊃
3)Saccadiceyemovmentandneuronsinthe

ccntralgrayareajnawakemonkeys.

Ken-ichiMatsunami

lBrainRes.,38:217-221(1972)]

4)Delayedalternationperformanceandunitactト

Yityofthecaudateheadandmedialorbito-

lrontalgyrusinthemonkey.

lLNiki.M.SakaiandK.Kubota

〔Bral'TZRes.,38:343-353(1972)〕

学 会 発 尭

1)サルの遅延反応時の視床背内側核と尾状核の細胞活

動

久保田競 ･二木宏明･後確昭 ･酒井正樹

節48回日本生理学会 (1971)

2)Onneuronalactivitiesolprefrontalcortex,caud-

atenucleusandthalamicdorsomedialnucleus

inrhesusmonkey.

KisouKubota

lnasymposium "ThefroLaZgranularcortex

alZdbehavior''organizedbyJ.Konorskiat

JablonnanearWarsaw,Poland2-6August.

(1971).

3)サルの随意運動とニューロン活動について

久保凹 克亮

シンポジウム ｢随意運動と脳活動｣

抑20回El本脳波学会総会 (1971)

心理研究部門

主伏靖子 ･波辺允子

浅野俊夫 ･小嶋祥三

研 究 概 要

1)霊長矧 こおける視覚 ･聴覚に関する各種絶対開放お

よび弁別閲値の測定

宝伏杓子 ･浅野俊夫 ･波辺允子
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小嶋祥三 ･雨空純治1)

詔F<ヲ汎 とくにニホンザルの祝詑 ･聴党に関する閥伯

測定は･を開発し.昭和48年皮までに,少なくとも祝光に

mしては.比視感皮曲紬.肱光に関しては.m放散特化
曲緑の進出アークを収班する｡

2)学習行動と切Wr脳2).

三伏靖子 ･iR野俊夫 ･披辺允子

小嶋祥三

I. 瞬間的に員示される光刺激に対する反応J7.hJmを指
標として.脳梁の反応決定に果す役割を検討する｡

2.同時に並行する2種類の強化スケジュール.ある

いは Chah のスケジュールを,各々独立な2半球

に与え,行動統制に働く両半球の稔能を分析する｡

3)計時行動と計数行動

iR 野 俊 夫
1.DRLL スケジュールによるニホンザルの time

estimationの尺皮稲城｡

2. FRスケジュールと2レバー alternationtech-

niqueを伐って臼分の反応故をどれだけ正椛に計X/i
山来るかを調べる｡

4)弁別行動

波 辺 允 子

マッチング反応のメカニズムを動因.刺激変化 (汎化

刺激･一過性の刺激),脳択倍の操作により変化させ,

反応時間間隔.反応率を指標として分析する｡

5)脳の電気刺激,破壊と行動

小 嶋 祥 三

1. 脳各部位の強化性の検討｡

2. 脳内刺激により誘発される行動と強化性の関係の

検討｡

3.脳内刺激を強化省とした学習行動の検討｡

4. 脳の故地と動扱づけ･学習行動0

6)脳内刺激による祉全行動の変容

宝伏杓子 ･雨空純治 ･小嶋祥三

主として個体問距離を指按として.小数群および個体

問関係を記述するための研究が基礎的段階を終えたの

で,今年度は,脳内刺激による個体行動の変容を変数と

して振作し,今までの研究結果に検討を加える｡

研究党友 (1971年4月～1972年3月)

翰 文

1)シロネズミにおける脳内強化遅延の弁別学習に及ぼ

す効果｡

小嶋祥三 ･田中道子 ･山中祥9]

1)文部技官

2)本書良治 (京大 ･文)との共同研究

〔動物心P;1.I-t芦年‡胤20:97-108.(1971)〕
学 会 発 表

1)ニホンザルのポール引き行動におけるク■イナミック

ス

は野伐夫･鈴木延大

口木動物心現学会耶31同大会 (1971)

2)ニホンザルの行動力の&1J定 (朋 虫での行動力と鎌田

内での行動力との関連について)

鈴木延夫･71R野俊夫

日本動物心理学会節31回大会 (1971)

3)ニホンザルのオペラント弁別一予備試験

小川 隆 ･河嶋 孝 ･浅野俊夫

r]木動物心理学会第31回大会 (1971)

4)シロネズミのm脳内qIIJ印破壊の行動に及ぼす効果

小 嶋 祥 三

n水心TLI.学会卯35回大会 (1971)

5)ニホンザルにおけるタ加火図形の弁別行動と側頭某損

LrTJ

渡 辺 允 手

口水心別学全卵35回大会 (1971)

6)ニホンザルの雛帖弁別学田におけるフI)-オペラン

ト耶態とディスクTJ- ト･トライアル耶倍の比較

i滋 野 俊 夫

口本心理学全卵35回大会 (1971)

7)チンパンジーによる印屋の照明の点滅行動

践野俊夫 ･熊崎桁AEJ

節16回プ1)マーテス研究会 (1972)

社会研究部門

川村俊蔵 ･河合雅雄

東 滋 ･鈴木 晃

研 究 概 要

1)ニホンザルの分布論的研究

川村俊蔵 ･充溢 ･足沢貞成1)

昨年にひき続きニホザルのポピュレーションを調べ生

態学的分布論としての考察を行なった｡対象地区は下北

及び滋賀,兵鼠 三三五,.福井の4県であり,4県につい

てははぼ分布図を完成した｡

2)下北半島ニホンザル生息地における除叩剤による環

境汚染の影弓削こついての生態学的研究

川村俊戒 ･双滋 ･鈴木兄 ･三戸揃代2'･足沢n成

昨年にひき続き上記の研究を行なった机 木研究は代

来者,分Lrl.者19名にL:千の研究州助nを伴う大かかりな

もので,ニホンザルを巾心に柄物 ･動物の各市門宏が岱

1))7(抑大学忘良知研究JTr研把n
2)文部技巧
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